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    序論 
    第１章 ６世紀エジプトの単性論派‐分離教会成立にかんする一考察‐ 
    第２章 6-7 世紀中部エジプト社会における聖俗有力者層‐教義論争への対応を中心に‐ 
    第３章 コプトス主教ピセンティオス‐6-7 世紀上エジプト社会における主教権力‐ 



























































































































































































































 本論文で示された 535 年アレクサンドリア騒乱の解釈、中部エジプトにおけるカルケドン派と単
性論派の融和的関係、上エジプトにおける消極的共生、イスラーム支配と分離教会の独立に関する議
論は、いずれも通説を批判修正しているばかりでなく、これらが緊密な一体となって分離教会成立の
新たな全体像を提示している点も、本論文のオリジナリティとして高く評価しうるものである。また
本論文の議論は、邦語文献が皆無といってよいこの分野で、ギリシア語、ラテン語、コプト語の史料
を読み込み、英独仏伊の諸言語による研究文献を読破した上でなされており、堅固な実証の上に組み
立てられている。第４章にみられる問題点は、問題点というより著者が本研究を進める途上で発見し
た新たな課題というべきであり、今後の研究の出発点とみなすべきものである。 
 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値すると認められる。 
